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　 1984年 6月
一7月 に か け て，東京都杉並区小学校 の 学童 （766名）を対象に TATS

−DLD 質問票 （環≠竟

庁版 ）を 用 い て 呼吸器症状 お よ び 居住環 壌 調 査 を実施 し た．同時 に そ の 学童 に RAST 法 に よ る ス ギ lgE

値 の 測定 を 実施 した 、学童 の ア レ ル ギー歴 ，乳児期 の 栄養お よ び 居住環境 （住宅構造，ペ ッ トの 飼青状

況）と ス ギ IgE 陽性率 との 関係を検討 し た．そ の 結果下記 の よ う で あ っ た ，

　1．ア レル ギー陽性群 の ス ギ IgE 陽性率は非ア レ ル ギー
群 の そ れ に 比 べ 有意 に 高 か っ た．

　2．通気性 の 良い 木造住宅の ス ギ IgE 陽性率に 比 べ ．密閉性の 高 い 鉄筋 ・鉄骨住宅 お よび 1・2階 の そ

れ は有意に高か っ た ，

　3．乳児期の栄養お よ び ペ ッ ト飼育状況別に ス ギ IgE 陽性率をみ る と
， 小鳥飼 育・人工 栄養群 が非室内

飼育 ・母乳栄養＋ 混合栄養お よ び非室内飼育 ・人 工 栄養群 に 比 べ 有意 に 高 か っ た ．

Key 　werds ：　ATS ・DLD 　questionnaire housing　envir 。nme エ1t Japanese　cedar 　IgE

緒　言

　近年，大気汚染 を は じめ と す る 公害，都市 へ の 人 n

集中，住宅構造 の 変化に よ る 問題な どが顕在 ｛Lii
−3〕

し

て きて L ・る．また ，呼 吸器症状 の 有症率お よ び ア レ ・レ

ギ ー
性疾患な どの 有病率 の 増 加 傾向

｛〕
−1°，　1）t 一ヒ記 諸問

題 と 同様に ，特 に 都市部 に 顕著 だ と さ れ て い る．気管

支喘息，ア レ ル ギ
ー
性 鼻炎 などの ア レ ル ギ …

性疾患 の

吸 入 性 ア レ ル ゲ ノ の う ち，重要な もの は housc　dustで

あ る．そ れ に は食物残渣 ， 繊維 ， 真菌 ，
ダ ニ

， 花粉 な

ど が あげ られ る こ とは ほ ぼ砥 究 者 に 合意 さ れ て い

る
1 ）Ulll）12｝．

　著者 ら は 、血清 total　lgE 値 （総 igEと略）お よ び 血

清 ヒ ョ ワ ヒ ダ ニ 特異 lgE抗体 （ダ ニ IgE と略）を指標

と し て ，学童 の 住宅構造，住宅の 種類，寝室床，母 の

喫煙習慣，ペ
ッ トの 飼育状況，寝具 お よ び暖房器具 な

どの 相違 に よ り学童 の ア レ ル ギ …
性疾．憲歴 お よ び ア レ

ル ゲ ソ に 対 す る感受惨 が異 な る こ と を報告 し て き
『
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」．s ；？2〕23 ｝
i一

　ま た ，ス ギ 花粉症 が最近著 しく増 加 し て い る
7，−10 〕，

本報告で は，小学狡 の 学童を対象 に
， 免疫学的指標 と

し て 血清 ス ギ特ee　lgE 抗体 （ス ギ IgE と略）を用 い ，

各学年，乳 児期 の 栄養，家族 の 喫煙状況 お よ び居住 環

境 （住宅溝造，住宅 の 高 さ，換気扇，寝具 ， 寝室床 ，

暖房 器 具，幹線道 路 か らの 距離，お よ び ペ ッ トの 飼育

状況） とそ 21との 関連性を検討 した ．

対象 お よ び 方法

　1984年 6E − 7 月に か ‘ナて 、東京都杉並 区 F 小学 校

の 全 学 童 （770名 ；男 422名 ， 女 348名）を 対 象 に

ATS ・DLD 質間票 （環壗庁版 ）
t，
を用 い ，呼吸器症状 お

よび生活環境調査を行 っ た．回収され た質問票は 766名

（男421名，女 345名）で あ っ た （回収率 99．5％）．また ，

同時期 に そ の 学校の 各学年 ご とに 無作為抽 出 し た 378

名 お よ び呼吸器症状調査よ り選出した 喘息様症状有訴

者 68名 の 合計446名 に 対 し て 採血を 行 っ た ．ス ギ IgE

抗体測定を ス ギ の デ ィ ス ク （Pharmacia 　Co，　 Ltd） を

用い て radioallergosorbent 　test （RAST 法 と略）
13〕

に

よ り実施 した．調査地域 に は ，自動車交通量が 日に 4
−10万 台 に お よ ぶ 主 要 幹線道路 が 貫通 し て い る ，し か

し，SO2，　NO2 ，浮遊粉塵な どの 特定な邂定発生源 は そ
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こ に は 存在 しな い ．ま た，そ の 地域 は 公 害健康被害補

償法 に よ る 地域指定は受け て い な い が．そ こ の NO2 大

気濃度 （年平均
』
1 は 環境基凖 の L限 に あ り，冬期 の 数

ヵ 月 の 値 は 基準値 を超え る こ とが多い ．

　 ス ギ RAST 　score （ス ギ RS と略） は RS2 以上を陽

性 と し た ．さ ら に そ れ と 同 時 に 測 定 し た 総 lgE

（PRIST 法）お よ び ダ ニIgE は それ ぞれ 300U／m1 以上

お よ び RS2以 1’．を陽性と し た．

　学年 は   1 ， 2 ‘
・ ・

「L 生群、  3，4年生群，  5，6年生

群と し た ．

　ATS ・DLD 質問票 に お け る ア レ ル ギ
ー
項 目陽性の 判

定基準を最近 2年間 に ，  隲息様症状お よ び   喘鳴症

状を有し た 者， か つ て 医師 に よ っ て ．  蕁麻疹，  ア

レ ル ギ ー
性鼻炎，  ア レ ル ギ

ー
体質 ま た は 滲出 性 体質

と診断され た 経験 を持つ 者、お よ び   ア レ ル ギ
ー
療法

また は 体質改善 （脱感作，馘感作〕療法を受け た 者 と

した、さらに 上記 
一
  の い ずれ か の 項 目に 「は い 」 と

回答 した 老 を  ア レ ル ギ
ー

歴 陽 性 群 （ア ・陽性群 と略），

すべ て の 項 目に 「い い え 」と回答 し た者を  ア レ ル ギ ー

歴未陽性群 （7 ・ 未陽性群 と略） と した ．

　住宅構造は，  窓枠が木枠 の 末造住宅 （木造住宅群

と略），  窓枠 が ア ル ミ サ ッ シ の 木造住宅 く．ア ル ミ サ v

シ 住宅群 と略），  鉄 筋 ・鉄骨住宅群 に 3分類 L ，さ ら

に   鉄筋 ・鉄骨住宅群を  1 ・2階群，お よ び   3階以

上群 に 分類 した ．

　家族の 喫煙習膿 は，  母 ・喫煙群，  母 ・非喫煙群

と し た ．台所 の 換気扇 使用状況 は，  い つ も使用群，

  時 々 使用群，  使 用 し な い 群 と し た ，寝具 は，  寝

台群，  ふ と ん 群 と し た．寝室床 は
，   し ゅ うた ん （＋）

群，  じ ゅ うた ん （
一
）群 と した ．暖房器具 は ，  電

気 ス F 一ブ群．  エ ア コ ア 群（壁型，窓型）．  ・
煙突つ

きス トーブ 群，  煙突 な し ス ト
ーブ 群 と し た．幹線道

路 か ら学童 の 住宅 ま で の 路 離は ．  O−50m 群． 

51−100m 群，  101m 以上群 と し た ，ぺ ・廾 飼育状況

は，  非 室内飼 育 群 （ペ ッ ト無 し も含む），   室内飼育

群 （犬 ・猫），  小鳥飼育群 と した ．乳児期 の 栄養 は ，

  母乳栄養群．  混合 栄養群，  人工 栄養群と し た，

成　績

　1．ATS ・DLD 質問票か ら得 られ た 各学年，住宅構造

と高さ．幹線道路 か らの 距離 お よ び 乳児期 の 栄養状況

の 割合

　 各学年の 割合は，  1 ， 2年生群 28．8％，  3 ，4 年

生群 30．ユ％．  5 ，6年生群 4LO ％であ っ た．住宅構

造 お よ び高 さ別に み た それ の 占め る割合 は，  本造住

宅群 15．5％，  ア ル ミ サ ッ シ 住 宅群 43，0％，  鉄筋・

鉄骨住宅群 40．8％で あ っ た．さらに ，鉄筋 ・鉄骨住宅

群 を高さ 別 に み る と，   1 ・2階群 27．9％ ，   3階以上

群 12．8％で あ っ た．幹線道路か らの 距離別 に み た 居佳

地 の 割 合 は ，  O −50m 群 11 ．0％ ，   5ユー100m 群

12．0％，  101m 以上ge　77．O％で あ っ た．乳児期の 栄養

状況別 に み た 割合は ，  母乳栄養群 25，5％ ，   混合栄

養群 51、6％，  人工栄養群 22．6％，不 明   ．4％で あ っ

た ．

　な お，ATS ・DLD 質問票か らみ た ア レ ル ギ
ー
項 目，

喫煙 習慣，換気扇 ， 寝具 ， 寝室床，暖房器具 お よ び ペ
ッ

トの 飼育状況の 割合は 既報 告
δ，2Z嚠 25，を参照 され た い ．

　2．住宅溝造お よ び高 さ別 に み た 総 ！gE ，ダ ニ IgE お

よ び ス ギ lgE陽性率 （Table　1，　Fig．1）

　住 宅 溝造お よ び 高 さ別 に み た 各 IgE陽 性 率 は
， 総

IgEで は，  木造住宅群 213 ％，  ア ル ミサ ッ シ 住宅

群 26．1％，  鉄筋 ・ 鉄骨住宅群 27 ．9％ ，   1・2 階群

26．9％，  3階 以上群 31．O％で あ っ た．ダ ニ lgE で は ，

そ h は   木造 住宅 ge　23、O％，   ア ル ミ サ ッ シ 住 宅 群

30．2％，  鉄 筋 ・鉄骨 住 宅 群 37．2％，  1 ・2 階群

36，9％，  3階以 ヒ群 38，1％で あ り
，   鉄 筋 。鉄骨住

宅群 の 値が   木造 住宅群 の そ れ に 比 べ 有意 （p＜D．G5）
に 咼 か っ た ．ス ギ lgE で は ，そ れ は   木 造住 宅 群

8．2％，  ア ル ミサ ッ シ 住宅群 18．6％ ，   鉄筋 ・鉄骨住

宅 ge　20．3％，  1 ・2 階 群 23．1％，  3 階 以 上 群

11．9％ で あ り、  鉄筋・鉄骨住 宅群 お よ び  1・2 階群

の 殖が   木造住宅群 の そ れ に 比 べ 有意 （p 〈 O．05）に 高

か っ た ．

　3．ア レ ル ギ ー
項 目別 に み た ス ギ IgE 陽性率 （Table

1）

　各 ア レ ル ギ
ー
項 目別 の ス ギ lgE 陽性率は，  喘息様

症状 37、1％ J   喘鳴症状 29．0％ ，   蕁麻疹 29，0％， 

ア レ ル ギー性鼻炎 30．7％，  ア レ ル ギ ー
また は 滲出性

体質 28．7％，   脱・減感作療法 29．2％であ っ た．また ，

上 記 の 項 目を 1 つ で も有す る   ア ・陽性 群 の 値 は

27．2％で あ っ た ．  ア ・未陽性群 の 値 は IG．3％ で ， 上

記 
一
  の 値 に 比 べ 有意   ＜   ．001，  脱・減感作療法

の み 〃＜ 0，01） に 低 か っ た．

　4．各学年，家族 の 喫煙習慣，換気扇，寝具 ， 寝室床 ，

暖房器具 ， 幹線道路 か らの 距離，ベ
ッ トの 飼育状況 お

よ び乳児期 の 栄養別 に み た ス ギ 1gE陽性率

N 工工
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　各項 目別 に み た ス ギ lgE 陽性率は ，各学年 で は  

L2 年生群 13．2％，  3 ，4 年生群 18，2％，  5，6

年生群 2i．0％ で あ っ た ．しか し有意差 は み られなか っ

た．母 の 喫煙 習慣で は ，それ は   母
・喫煙群 17．6％ ，

  N ・非喫煙群 18．9％ で あ っ た ，台所の 換気扇使用状

況 で は ，それ は   い つ も使用群 18．3％，  時 々 使用群

17．3％，  使用 し な い 群 14．3％で あ っ た ．寝具で は ，

それ は   寝台er　19．4°
／e ，  ふ と ん群 17，0％ で あ っ た ．

寝室床 で は ，そ れ は   じ ゅ うた ん （＋ ）群 17．4％， 

じゅ うた ん （
一

）群 18，3％ で あ っ た t 暖房器 具で は，

そ れ は   電 気 ス ト
ーブ ge　19．6％ ，   エ ア コ ン 群

13．6％，  煙突つ き ス ト
ーブ群 17．8％，  煙突 な し ス

トーブ ge　18．2％ で あ っ た ，幹線道路か ら の 居住 地 で

は ，それ は   0 −5  m 群 23．2％，  51−100m 群 15，0％，

  101m 以 上 ge　17．3％ で あ っ た 。ベ ッ ト飼育状況 で は
，

それ は   非室内飼育群 16．3％，  室内飼育群 （犬・猫）

20．0％，  小鳥飼育群 23．4％で あ っ た．乳児期 の 栄養

状況 で は ，それ は   母乳栄養群 17．3％，  混合 栄養群

16．5％ ，   人 工 栄養群 20．7％ で あ っ た．しか し有意差

は み られ なか っ た ．こ の 内ペ ッ ト飼育状況 と乳児期の

栄養状況 に つ い て Table　1 に示 す．

　 5。住宅携造 か らみ た ペ
ッ ト飼 育状況 お よ び乳 児期

の 栄養状況別 ス ギ lgE 陽性率

　住宅構造 別 に み た ベ
ッ ト飼育状況別 ス ギ IgE 陽性

率 は ，ペ
ッ ト室内飼育群 で は，  木造住宅群 ll．1％，

  ア ル ミ サ ッ シ 住宅 er　24，6％，  鉄筋 ・鉄骨住 宅群

24．3％，  1 ・2 階群 25．0％ ，   3 階以上群 20．0％で

あ っ た ，ペ ヅ ト非室内飼 育群 で は
， それ は   木造住宅

群 7． ％，  ア ル ミ サ ッ シ 住宅群 16．2％，  鉄筋 ・鉄

骨住宅群 19．3％，  1 ・2 階群 22．7％，  3階 以上群

1  ．5％ で あ り，   1 ・2階群 の 値 が  木造住宅群 の そ れ

に 比 べ 有意 （p〈0．05）に 高 か っ た ．住 宅構造 別 に み た

乳児期の栄養状況別ス ギ 王gE 陽性率は，母乳栄養 ＋ 混

合栄養群 で は
，   本造住宅群 呂、9％，  ア ル ミ サ ッ シ 庄

宅群 18．8％，  鉄筋 ・鉄骨住宅 群 17．3％，  1 ・2階

群 20．2％，  3 階以 上 ge　8．8％ で あ っ た ．人 工 栄養群

で は、そ れ は  木造住宅群 6．3％，  ア ル ミ サ ッ シ 住宅

群 18 遺 ％ ，   鉄筋 ・鉄骨住宅群 28．9％，  1 ・ 2階群

31．0％，  3階 以上 ge　22．2％ で あ っ た．

　 6 − 1．ア レ ル ギ ー
歴陽性群 に お け る住 宅横 造別，

ペ
ッ ト飼育 状況お よ び乳児期 の 栄養状況別 ス ギ lgE

陽性率 （Table　2−1）

　住 宅 構造 別 ス ギ lgE陽 性 率 は，  木 造 住 宅 群

15．8％，  ア ル ミ サ ッ シ 住宅群 33，3％，  鉄筋・鉄骨

住宅 群 26． ％，  1・2 階群 32、2％，  3 階以上 群

5．6％ で あ っ た．ペ
ッ ト飼育状況別 ス ギ 至gE 陽性率は ，

Table　2−1　Japanese　cedar 　lgE　positivity 　rates （RS　20r　more ＞by　housing　structure ，

　　　 presence 　of 　pets　or 　infant　feedi  with 　presence （）f　allergic　history

TDtal
Positive

（％ ）

i（DWooden 19 3 ζ 15 ．8

Housing　structure

：

：（2）Aluminu皿 sashrl
（3） Steeトframe

8477 2820
「
　

1
：

33．326
．0

i（4） lst　o12nd 　Hoor 59 19
：

132 ．2
i（5） 3rd　or　higher　Hoor． 18 1 …

：
5，6

i（1）　V  
「
董ヒhout　pet　ins孟de　the　house 139 35 ξ

1253
Pets i（2）　W 量th　pet（dDg　or 　cat ）iRside　the　hou艶 13 57338 、5

i（3）　V胃th　pet（biτd）　inside　the　house 28 11 レ
；

39．31i
（2）十 （3）V」

7ith
　pets　inside　the　house 41 16 … 39．o

…〔1） B ・・ a ・tf   dl・9 類3 12 ：
：

27．9
Infant　feeding …〔2） Mi ・・df 衄 i・g 100 27 ：

：
27．0

…〔3）Arti行ciai　feeding 36 11 ：

：
30．6

ゆ B，ea ，重細 i。g ＋ （2）Mi。団 f鴕 di。g U3 39 … 27．3

Pets …　　 1。f。。t 鯏 i。g
：

：

With 。ut 　pets i〔1） B ・e・st 歪  dl・g ＋ （2）馬1i綱 圃 i・g 111 28 ：
：

25，2
i腿 ide　t卜e　ho臚 e （1） i（3） A磁 ciai　fe曲 B9」 28 7 ：

：
25，0

With 　pets i  Breast　feeding＋ （2）Mi畑 f  di 1 33 12 ：

：
36，4

重nside 　the　hDuse（2｝ i（3） Arti丘clal　feeding 8 4 … 50，0
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  非室内飼育群 25．2％，  室宍飼育群 伏 ・猫）38，5％，

  小鳥飼 育群 39．3銘，（  ＋   ）室内飼育群 39，0％ で

あ っ た ，乳児期の 栄養状況別ス ギ IgE陽性率 は，  母

乳栄養cr　2・7．9％，  混合栄養群 27、O％、  人工 栄養群

30．696，（  t   ）母乳栄養 ＋ 滉合栄養轟 27．3％ で あ っ

た 、ペ
ッ ト飼 百 状 洗 お よ び乳 児期 の 栄養献 況烈 ス ギ

IgE陽性率は ，ペ ゾ 非室内飼育群 で は ，（  ＋   ）母

乳栄養 十 混合栄 養群 25．2％，  人 工 栄養群 25．0％で

あ っ た，ペ
ン ト室内飼 育群 で は ．それ は （  十   1 母

乳栄 養 ÷ 混合栄 養群 36．4％，（鬱人工栄養群 50．  ％で

あ っ た，

　 6 − 2．ア レ ル ギ ー
歴未揚性舞 に お け る 住宅構造別、

ペ
ッ ト飼 肯駄況お よ び乳 児期 の 栄養状 況別 ス ギ IgE

陽性率 （Table 　2−2）

　注宅構造別 ス ギ 1gE陽徃率 は，  木造住宅群 4．8％，

  ア ル ミ サ ッ
シ 住 宅 群 7．8％．  鉄筋 ・鉄 骨住 宅 群

15．8％，  1・2階群 15．7％，  3階以上 群 16、O％で

あっ た．ペ
ッ ト飼育状況別 ス ギ lgE 陽性率は ．  非室

内飼育群 9，3％，  室内飼育群 （犬 ・猫） 9．ユ％，  小

鳥飼育群 14．3％，（  十   ）室内飼育群 12，7P／6で あ っ

Table　2−2　Japanese　cedar 　IgE　positivity 　 rates （RS　20r　more ）by　housing　structure ，

　　　presence　of　pets　or 　infant　feeding　without 　presence　of 　allergic 　h玉st  ry

TotaP
　　　　　IPositive （％ ）

i｛1♪脚 Wooden
　　　　142

，　　 ．一 4．8

1 （2）rA ！uminumsash 115 9　　 ． 7．8

Housing　structure ｛3丿 Stee1．frame 95 15 15．8
：

  1st　 or 　2nd 且oor 70 11　 　 ：　　　　． 15．7

ii＿5丿　3rd　or 　higher臼00f 25 4 16．o

Pets

一

： （1）　ISJithout　pet　inside　the 　housc

i：

’
2）　、Vith　pet（dog　Gr 　cat ）inside　the　house

；〔3：丿 、Vith　pet（bird：； inside　the　hQuse
1
「
2
’
．）＋ で3うWith　pa竃s　inside　the　h。 use

183224971
【
！

2
ρ
10

丿

1 9，39
．114

．3127

王nfant 　feeding
．ω Bτeas ヒfeedmg

i〔2）　1
・lixed　feeding

i（3）　Artificia王feeding

l（1） Breast　fee（ヨLng 十 （2）M 且xed 　feeding

6了

1305619

了

♂

1881

　

1

10，48
．514

，391

　 　 Pets

NVitheut　pets
inslde　the　house廴1）

、、
「
ith　petsinslde

　the　hou5e廴2ノ

［　 　 　 工nfan しfeeding

lk1 ｝ Breast　feeding十 （2）Mixed 　feeding

l〔3）Artificia】feeding

沃 主冫 Breast 　feeding ＋ 〔2）Mixed 　feeding

・（3♪Artificial　feedlng

13S456011 つ」
尸
⊃

貧
）

り
」

1 8．711
．110
，0273

厂
rable　3Japanese 　cedar 　IgE　positivit＞’rates （RS 　20r 　more ）by

　　Presence　of 　pets　and 　infant　feeding

Tota1
Positive

（％）

：q ）、Vithout　pet　inside　the　house 24839 ：

：
a゚F
拿゚b15 ，7

Breast　fee伽 g （2）V」7ith 　pet（dog　or 　caD 　覇side 　thε hou3e 30 6 ：

：
20．O

＋ Mixed 　feeding
：
（3）、Vith　pe電（b｛rd ）　inside　the　house 6212 ：

：
19．4

（2）＋ r3）、Vtth　pets　in3ideヒh∈　house 9218 … 19，ε

（1）NV…thout　pet …nside 　the　house 7312 ：
：

●
C 16．4

Ar ヒi丘cial　feeding （2） 、V重虹h　pet（dog　or 　cat ♪…nside 　the　house ｝　 ．
iD 1 ：

；
20．0

・：3）、Vith　pet（bird）　inside　the　hoロse ｝　 14 6 ：

：

鱒 b，1c42 ．9
（2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
÷ （3）WPLth　pets　inside　the　house 19 7 …

・
a 36．8

Pajrs　formed　by　alphat＞etical　｝etters　indicaにe　contrasts　wlth 　signlficant　differences．
°
汐く o．05　

”
P＜ り Ol

N 工工
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（X｝　U ｝　With。、，　P，t．i，side ，h，． h。、，e

50

40

30

20

lC

o
（1）　（2｝　（3）（2）＋ （3）　　　（1）　（2）　〔3）　（2）＋ （3｝

一 、

　各指標間の
一致性 を McNemar 検定 で み る と，全て

に
一致性が認め られ なか っ た ，

考　察

Breast 　feeding
÷　P4ixed　feeding Artificial　f已 edlng 　　

★
ρくO ．05

　 　 　 　 　 　 　 　
脅★

ρくO ．01

　 Fig．2．　Japanese　cedar 　IgE　positivity　rates （RS 　2

0r 　rnore ）　by　presence　of　pets　and 　infant　feed三ng ．

た．乳児期 の 栄 養状況別 ス ギ 王gE 陽性率は ，  母乳栄

養 ev　10．4％，  混 合 栄 養 群 8．5％，  入 工 栄 養群

14，3％，（  ＋  ）母乳栄養 ＋ 混合栄養 ge　9．1％ で あ っ

た ．ベ
ッ ト飼育状 況 お よ び 乳 児期 の 栄 養 状 況別 ス ギ

1gE陽性率は ，
ベ

ッ ト非室内飼育群で は，（  十  ）母

乳栄 養 ＋ 混 合栄 養群 8．7％，  入 工 栄 養 群 11．1男 で

あ っ た ．ペ
ッ ト室内飼育群で は ，それ は （  ÷   ）母

乳 栄 養 ＋ 混合 栄 養群 10．0％，  人 工 栄 養群 27．3％ で

あ っ た．

　 7．乳児期 の 栄養状況 か ら み た ペ ッ ト飼育状 況別 ス

ギ IgE陽性率 （Table　3，
　 Fig．2）

　乳児期 の 栄養状 況別 に み た ペ
ッ ト飼 育状 況別 ス ギ

至gE 陽螳率は ．母 乳栄 養＋ 混合栄養群 で は，  非室内飼

育群 15．7％，  室内飼育群 受犬 ・猫）20．O％，  小鳥

飼 育群 19．4％ 、   ＋  室内飼育群 19，6％ で あ っ た ，入

工 栄養群 で は ，それ は   非室内飼育群 16．4％，  室内

飼育君羊　（犬 。猫）　20，《）％，　  弓・鳥飼育君芋42．9％，　  十

  室内飼育群 36．8％ で あ り，  小鳥群 の 値 ボ   非室内

飼育群 の それ に 比 べ 有 意 （p 〈 0．05） に 高 か っ た．

　8．同
一

対象者に お け る総 lgE，ダ ニ IgE お よ び ス ギ

IgE の
一

致性

　住 宅構造別 に ス ギ IgE 陽性率を み る と．既報告
5jfi》で

の 同
一

対 象者 の 総 lgE お よ び et　．・IgE と同様 に 通 気

性 の 良 い 木造住宅群 の そ れ に 比 べ ，密閉性 の 高 い 鉄

筋 ・鉄骨住宅群 の そ れ が有意 （．p＜ O．05）に 高か っ た ，

さ らに 鉄筋 ・鉄骨住宅群を 1 ・ 2 階群お よ び 3階以上群

に 分類 し，総 lgE，ダ ニ lgE お よ びス ギ lgEの 陽性率を

み る と，種 々 の ア レ ル ゲ ソ の 影響 を 反映 す る FC　lgE お

よ び ダ ニ に対 し て 特異的で ある ダ ニ lgE の 陽性率で

は
，

1 ・2 階群 お よ び 3 階以上群 に 差が み ら れ な か っ

た，しか し，ス ギ igE陽性率 で は
， 1・2階群 と比 べ る

と 3階以 上 群で は 約半 分 に そ の 値が 減 少 した ．ダ ニ ．

カ ビ な どは m ，温度・湿度・ダ ニ の 食物，カ ビ の 栄養源

な ど の 関連 に お い て 多発生 す る．温度 ・湿度の 因子 で

は，鉄筋 ・鉄骨住宅群が木造住宅群に 比 べ それ らの 生

．息に 好条件 を 備 え て い る，そ れ が総 lgE お よ び ダ ニ

IgE の 陽 性率 に 反映 し て い た
5，s）

．しか し，ス ギ花粉 は

一
度樹木 か ら離 脱す る と増殖 し ない ．鉄筋 ・鉄骨 1 ・2

階群 の ス ギ lgE 陽性率が 3 階 以 上群 の それ よ り高 い

と い う結果 か ら推測す る と，地 面 に 落 ち て きた 花粉 が

風 で 吹き上げ られ る高 さ と関係がある と思われ る．ま

た，鉄筋・鉄骨住 宅 の 1 ・2 階群 と地 L か らの 高さが ほ

ぼ同じ木造住宅群で は，そ の 陽性率が有意 （p 〈O，05）

に 鉄筋・鉄骨 1 ・2階群 の 値 よ り低 くな っ て い る。こ れ

は 鉄 筋 ・鉄骨住 宅そ の もの に 原因 が あ る の か ど うか は

今後 の 課題 で あ る．

　兼 子らは
N 、

， 大気汚染地域 の 学童は 非大気汚染地域

の 学童 よ り室内塵，ブ タ ク サ 花粉 ，
ス ギ 花粉 に よ る 惑

作率が顕著に増加し て い る と報告 して い る．また，石

崎 らも
15 ），同様 に 杉並木 周 辺 で 主要国道が貫通 し て い

る地 区，杉並木地 区お よ び
一

般地 区 に 分類 し，住民 の

ス ギ花粉症発生 率を 比較 し た．そ の 結果，主要国道 の

貫通 し て い る杉並木周辺地区の 住民に ス ギ花粉症 の 発

生が有意 に 多く，自動 車 排 ガ ス な どの 大気汚染 もス ギ

花粉症 に 対 し重要な囚子 で あ る と 報告 し て い る．村 中

らは
L6〕
花粉 ア レ ル ギ

ー
の 増加原囲をデ ィ

ーゼ ル 排出微

粒子 の ア ジ ュベ ソ ド作用 に 求 め て い る．本報告で は，

学童の 居住地を 日に 4 −10万 の 自動車 が 往 来す る 主要

幹線道路か らの 距離昇廷（0 −50m ，51−100m ，101m 以上）
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に 分類 し て ス ギ IgE 陽性率をみ る と，有意差 は な い が

主要幹線道路か ら 0 −50m に 居住する学童 の 値が他 の

地区 の 学童 の それ に 比 べ 僅 か に 高 か っ た ．

　乳児期の 栄養状況 に よ る湿疹．蕁麻疹，喘息， ド痢

な ど の 発生率に 対して は ，多数の 報告
9｝leJ ！7）一11 ）tlみ ら

れ，賛否両論 で ある．本報告 で は ，乳 児期 の 母乳栄養

群 の ス ギ 至gE 陽性率を 1 と し た 相対比 で み る と．混合

栄養群 1，0，人 工 栄養群 1、2で あ っ た ，

　ベ ッ トの 飼育状況 で ほ ，非室内飼育群 の ス ギ lgE陽

性率 を 1 と した 相対比 で み る と室内飼 育群 〔犬 ・猫）

1．2， 小鳥飼 育群 1 ．4で あ っ た ．

　 上 記 の 結 果 か らみ る と．ペ
ッ トか ら放出 され る 糞尿．

毛 t ふ け ．小鳥 の 齶 な どの 感作 に よ り学童自身の 感受

性が高 ま りス ギ IgE陽性率に 反映 し て い る の か，ま た

は，小鳥飼育群 が よ り高 い の は 特異的 な特徴 が 存在 す

る か，明 ら か で な い ，

　 ペ
ッ ト飼育 に 関係す る 物質で 感受性 が 高 ま る とす れ

ば，著者 らの 報告
22ト 2G｝

に み られ るよ うに，タ バ コ 煙 ，

暖房器具 で あ る エ ア コ ン か らの カ ビ な ど の 放 出 現象 ，

煙突な し x トーブ か らの 粒子状物質お よ び NO ε な ど

の 影響 因子 に お い て も ス ギ lgE陽 性率 に 反 映 し て も

よ い と思 わ れ る．し か しそ の 傾向は み られなか っ た ，

　そ こ で ，ス ギ lgE 揚性率 に 増加 傾 向が み られ た 乳児

期 の 栄 養 とベ
ッ ト飼 育状 況別 の ス ギ IgE蝪性率 は ，

ペ ッ ト非室内飼育 ・母乳栄養 ＋ 混合栄 養群を 1 と し た

相対比で み る と，非室内飼育・人工 栄養群 1．0，室内飼

育（犬 ・猫）・母 乳栄養 † 混合栄 養群 1．3，室 内飼育（犬 ・

猫）・人工栄養群 1．3， 小鳥飼育 ・母乳栄養 ＋ 混台栄養

群 1．2，小鳥飼育・人工栄養群 2．7で あ っ た ．小鳥飼育・

人工 栄養群 の ス ギ IgE陽性率が，非室内飼育 ・
母乳栄

養 ＋ 混合栄養群 （ρく 0．01） お よ び 室 内飼 育・人 工 栄養

群 （p く 0．05） の それ に 比 べ 有意 に 高 か っ た．

　 さ らに ，ス ギ IgE陽性率 で顕著な差が認 め られ た ア

レ ル ギ
ー
歴 の 有無別 に 乳児期 の 栄養とペ

ッ ト飼育状況

別 の ス ギ lgE 陽性率は，ア ・未陽性
・ペ ノ ト非室内飼

育・
母乳栄養十混合栄養群 を 1 と した 相対比 で み る と，

ア 。未陽性 。ペ
ッ ト非室内飼 育 ・人工栄養群 1．3，

ア ・

未陽性 ベ
ッ ト室内飼 育 ・母乳栄養÷ 混合栄養群 1．1、

ア
・未陽性 ・ペ

ッ ト室内飼 育 ・入 工栄養群 3．1，ア
・陽

牲・ペ ッ ト非室内飼育・母 乳栄養 ＋ 混合栄養群 2，9（p ＜

0．OOI），ア
・
陽性 ・ベ ッ ト非 室内飼育 ・

人 工 栄 養群

2．9 （pく0． 5），ア ・陽性
・ペ

ッ ト室内飼育・
母乳栄養 十

混台栄養群 4．2 （p 〈 0．001）．ア ・陽性 ・ペ
ッ F室 内飼

育 ・入 工 栄養群 5．7 （p ＜ 0、01） で あ ・
っ た．

　以上 か ら，ア レ ル ギ ー歴 の 有 無別 ス ギ lgE陽性率で

は 顕著 な差 が 認め られた の は 当然 である．さらに学童

に 対 す る ス ギ 抗原 は ，居住環境 ， 特 に 住宅構造 お よ び

そ の 高さ，乳児期の 栄養 （特に 人工 栄養）お よ び ペ
ッ

ト （特 に 小鳥）飼育状況 に お い て 学童の ス ギ IgE値の

上昇をもた らす可能性が示唆され た．

　 な お 今後 の 研究課題 と し て ，下記 の 点を明 ら か に す

る こ と が必要 で あ ろ う，すなわ ち，  住宅構造 お よ び

そ の 高 さ 別 に み た ス ギ 花粉飛来状況，  ス ギ 花粉 と 小

鳥の 餌 との 共 通抗原性を み っ け る こ と，  上記   の 共

通抗原 の 感作 性 と乳児期 の 栄養 との 関係を実証する こ

と で あろ う．

ま と め

　学童 の 血 清 ス ギ lgE と ア レ ル ギ ー指標 の 保有状況，

乳児期 の 栄養 お よ び 居住環境 （住宅構造 とそ の高 さお

よ び ぺ ・
ン ト飼育状況） と の 閥係を み る と

， 下記 の こ と

が検 出 きれ た ．

　1．ア レ ル ギ ー
陽性群 の ス ギ lgE陽 ｛生率 は 非 ア レ ル

ギ ー群 の それ に 比 べ 有意に 高か っ た．

　2．通気 性 の 良 い 木造住宅群 の ス ギ 熄E 陽性率 に 比

べ ，密閉性 の 高 い 鉄筋 ・鉄骨住宅群お よ びそ の 1 ・2

階群の 値は 有意に 高か っ た 。

　3．乳児期 の 栄 養お よ び ペ
ッ ト 餡育状況別 に ス ギ

1gE陽性率をみ る と，小鳥飼 育・人工 栄 養群が非室内飼

育 ・母乳栄養 ＋ 混合栄養お よ び非室内飼 育 ・人工 栄養

群 に 比 べ 有意に 高か っ た．
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A  STUDYeN  THE  RELATIONSHEP BETWEEN  JAPANESE
  AND  HOUSING  ENVIRONMENT  IN SCHOOLCEDAR

 IgE IN SERUM

CHILDREN

Division

  Fumio Osaka, Hitoshi Kasuga, Minoru Sugita and  Hideaki Matsuki

   Department ofPubtic Hcatth, Schoot of Medicine, lbhai Vniversily

                      TakeshiMiyake

ofAlletg}', Clinical Jmmunolagy' and  Itofbctious Disease. Shieuoka Children 
's
 Hbspilai

   An  ATS･DLD  questiennaire (published by the Environment Agency of Japan,) was  used  to carry  out  a  survey  of

respiratory  symptoms  and  heusing envirenment  on  766 elementary  school  children  from Suginami Ward, Tekyo
fremJune  teJuly, 1984. Japanese cedar  IgE yaiues  in their serum  were  also  measured  by RAST, The  relationship

between allergic histories, their nutritional  intake as  infants, their housing environment  (housing structure  and

presence of  pets>, and  their  cedar  lgE pesitivity rate$  (RS 2 or more)  was  studaed,  The following results  were

obtainecl:

   1, The proporT.ion of  showlng  those  with  an  aUergic  history positive cedar  IgE was  significantly  higher than
that of those without  an  altergic history.

   2, The propartion of pasitive cedar  IgE yalues  ln those who  lived in -Fell-ventilated  wooden  houses was
significantty  lower than that of  those  who  lived in airtight  steel-frame  buildings on the lst and  2nd floors.
   3. 0n  the relationship  bet-reen positive cedar  IgE values  and  the  presence of pets or the nutritional  intake of
the children  xvhen  they were  infants the foHowing observations  were  made:  Cedar IgE posltivity rates  were

significantly  higher in the group (l) which  had lived with  pets (birds) in the  hotise and  had been artificial-fed than
in the group  {2) which  had lived whithout  pets and  had been breast-fed or mix-fed.  The  positivity rate  in grottp (l)
was  alse significantly  higher than  in the group  <3,} which  had lived wLthout  pets and  had been artificial-fed.


